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ご あ い さ つ

今号の特集テーマは「里山」です。「兎追いしかの山、小鮒釣りしかの川……」。日本人にとってのふるさとの原風
景は、里山ではないでしょうか。実際には里山で暮らしたことがない人でも、里山の風景にふるさとのなつかしさ
を感じるのはどうしてなのか、と以前から不思議に思っていました。もしかすると日本の昔話に描かれる里山のイ
メージが、こころのふるさととして定着したのではないか、というのが今のわたしの「仮説」です。私たちの先祖
である昔話の登場人物の多くは、里山に暮らしています。昔話の中の里山が、いつの間にか日本人のこころに共通
するふるさと像を作り出してきたのかもしれません。一方、リアルな生活空間としての現代の里山は、里山資本主
義、Satoyama Initiativeなどの言葉とともに、最近改めて注目されています。森、里、海のつながりを見直す学際
的な学問領域も生まれています。日本人にとって里山のもつ意味を、改めて考えてみたいと思います。
　　2015年 7 月　	 京都大学こころの未来研究センター長　𠮷川左紀子
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第 14号

＊訂正とお詫び
『こころの未来』第13号で下記の誤りがありました。
訂正してお詫びいたします。
Ｐ40　千石真理先生のご紹介部分
誤：千石先生は、2102年 4 月から2014年 3 月まで
正：千石先生は、2012年 4 月から2014年 3 月まで
誤：2104年 4 月より、鳥取の「身心めざめ内観センター」
正：2014年 4 月より、鳥取の「身心めざめ内観センター」
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桃太郎を育てたおじいさんやおばあさんの暮らす里山が、現代の日本
に復活したとしたらどんなだろう……と想像しています。石牟礼道子
さんのことばには、これからの日本の姿を思い描くたくさんのヒント
があると感じました。ありがとうございました。（吉川左紀子）

昨年 8 月末に網膜剝離となり、京大病院で緊急手術をした。退院後最
初の仕事が石牟礼道子氏へのインタビューだった。 3 日間、熊本市に
泊まり、 1 日 2 時間ほど、石牟礼さんをお訪ねして、じっくりとお話
をうかがった。痛みと甦りの両方を深く思い知らされる生涯の得難い
機会となった。本当にありがとうございました。（鎌田東二）

「里山」を特集テーマとした第14号の論考では、多彩な視点に基づい
た多くの興味深い論考をご寄稿いただいた。自然に親しむ場を提供し
てくれる里山は、現代社会を生きる私たちのこころに大きな安らぎを
与えてくれる。里山は現代を生きる私たちにとっても、そして未来を
担う子供たちにとっても、かけがえのない存在だ。（阿部修士）

今号のテーマは「里山」。里山の最大の魅力の 1 つは、そこに住む動
植物の多様性であろうが、手入れが行き届いていなければその環境は
すぐに失われてしまう。同じことが学問についても言えるように思う。
豊かで多様な学術環境を維持するためには、研究者ひとりひとりが意
識をもち、世の人々の協力を仰ぎながら、地道に取り組んでいく必要
があるように感じた。（熊谷誠慈）

山と里の接するあたりが里山なら、海と里の交わるあたりを「里海」
と呼んでもいいだろう、と石牟礼道子さんへのインタビューで鎌田先
生は話されていた。石牟礼さんの『苦海浄土』を読むと、水俣病とい
う人間の犯した大罪に慄然とするが、同時に、かつてあった里海での
営みや、そこで養われてきた人々の感性やイメージの豊かさに心が動
かされる。 今号も刊行が遅れたことをお詫びいたします。（原　章）


